
平成２５年雲南市議会３月定例会 

市長所信表明（概要） 

【地方行財政の動向】 

・ 国政におきましては、衆議院議員選挙の結果、自民、公明両党を中心とする

政権が約３年ぶりに復活することになりました。選挙の争点となった経済対策

やエネルギー政策、外交問題、社会保障など、山積する課題に対し真正面から

真摯に取り組んで頂くことを期待しております。 

・ 去る１月には、日本経済再生に向け、長引く円高・デフレ不況から脱却し、

雇用・所得の拡大を目指すため、１０兆円規模の「日本経済再生に向けた緊急

経済対策」が閣議決定されました。この緊急経済対策は、「復興・防災対策」「成

長による富の創出」「暮らしの安全と地域活性化」の３分野を重点とし、経済

効果は実質国内総生産（ＧＤＰ）を概ね２％押し上げ、雇用創出効果は６０万

人程度を見込むものとしております。 

・ こうした国の動きを受け、雲南市においても地域活性化・経済対策として国

の補正予算等を活用し、一般会計では、大東小学校、阿用小学校、久野小学校

の校舎並びに久野小学校、斐伊小学校の屋内運動場の耐震化事業、松笠交流セ

ンター整備事業、交付金道路整備事業、除雪機械整備事業、公園施設整備事業、

中山間地域総合整備事業等総額５億２千１百万円、生活排水処理事業特別会計

では、農業集落排水施設機能診断事業１千６百万円、水道事業会計では、海潮

地区簡易水道整備事業２億円を計上し、事業の一部前倒しを実施することとし

ました。 

・ 地域経済に対する緊急の対策としては、先の１２月議会において、雲南市単

独による地域経済対策の補正予算として、プレミアム商品券の発行、制度融資

資金に対する保証料補助の拡充等を進めてきたところであります。 

プレミアム商品券については、雲南市商工会により販売を行っていただき、

完売いたしましたところですが、地域経済の活性化に向け、その効果を期待す

るものであります。 

【７つの施策】 

１．健康を増進し、高齢者や障がい者を支える医療と福祉の充実 

①雲南市立病院及び掛合診療所 

雲南市立病院については、平成２５年度において基本設計に着手し、平成２８

年度の新棟完成に向け取り組んで参ります。また、掛合診療所では、平成２５年

度においてⅩ線ＴＶ装置などの医療機器の更新を予定しております。 

今後も雲南市立病院及び掛合診療所において、計画的に医療機器の更新を図り、

質の高い医療サービスの提供に努めて参ります。 
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②健康づくりの支援 

雲南市では、すべての市民が健康でいきいきと暮らしていけるよう、市民・各

種団体と行政がネットワークをつくり、健康的な生活習慣や健康づくりを支援す

るまちづくりを進めるため、雲南市健康づくり推進協議会を、去る１月に設立い

たしました。今後は、雲南市総合保健計画等の審議検討や各種健康診査、健康相

談、保健指導、健康教育その他健康づくりのための具体的助言を頂きながら、健

康長寿を目指して参ります。 

 

③中国からの大気汚染物質への対策 

  中国のスモッグに起因する微粒子大気汚染が、日本にも影響を及ぼすことが懸

念されています。雲南市では、国や県からの情報収集に努め、市のホームページ

やデータ放送で情報提供を行ってきたところであります。また、子どもや高齢者

対策として、保育所や学校施設、高齢者施設等には、インフルエンザの予防対策

も含め、マスクを配備いたしました。今後、国において、現在の環境基準とは別

に国民に注意を呼びかけるための値を暫定的に設定し、その対策指針が示される

予定であり、それらを踏まえ、市民の健康を守るために注意喚起と予防対策を進

めて参ります。 

 

２．地元企業、商店の振興と企業誘致、観光の振興 

①新たな企業団地の整備 

現在、市内の企業団地は、昨年６月に南加茂企業団地が完売したことにより、

木次町山方地内の藤が丘企業団地の約１ヘクタールを残すのみとなっています。 

こうした状況を受けて、新たな企業団地の整備に向けた産業集積拠点形成アク

ションプランを策定いたしました。このプランでは、木次拠点工業団地等に隣接

する加茂町南部地域を産業集積拠点エリアとして位置付け、その可能性や課題等

について整理し、尾道松江線沿いの加茂町地内加茂バスストップ周辺の市有地を

中心に、優先的に団地整備を進めていく方向を定めたところです。 

一方、地域に密着する中小企業の振興に関し、基本理念や市の責務、中小企業

者の努力事項を明らかにし、市の施策の基本事項を定めた中小企業振興基本条例

を商工会等との十分な協議、検討を重ねながら、平成２５年度中に制定できるよ

う取り組みを進めて参ります。 

 

 ②観光の振興 

  古事記編さん１３００年を期に取り組んでいる「神々の国しまねプロジェクト

事業」は、昨年の「神話博しまね」において、約７３万人の方々に訪れていただ

いています。 

  プロジェクト最終年を迎える本年は、平成の大遷宮、出雲大社の本遷座祭が執

り行われ、神話が息づく雲南市にも多くの方々に訪れていただく機会であります。 
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そこで、市内の神楽８社中の勇壮な舞が繰り広げられる第８回雲南市神楽フェス

ティバルを、３月１０日（日）午前１０時から雲南市加茂文化ホール ラメール

において開催いたします。 

 

③さくら祭り 

雲南市さくら祭りは、期間を３月２１日から４月２１日の間に設定し、メイン

イベントは４月６日、７日の両日に開催する予定としております。 

 

④道の駅「たたらば壱番地」 

中国横断自動車道尾道松江線の中国自動車道から吉田掛合インタ－チェンジ

間が、３月３０日に供用開始となることに合わせ、雲南吉田インタ－チェンジで

建設している雲南市で４番目となる道の駅「たたらば壱番地」がオ－プン致しま

す。陰陽の新しい大動脈となる尾道松江線の島根県東部の玄関口、また、雲南市

の南の玄関口として、魅力ある情報発信や、高速道路利用者のハイウェ－オアシ

スの役割を「たたらば壱番地」に期待するものであります。 

この施設管理をされる㈱吉田ふるさと村との連携を図りながら、道の駅を核と

して、雲南市の活性化に繋がるように取り組んで参ります。 

  

⑤鉄の道文化圏推進協議会の取り組み 

雲南市、安来市、奥出雲町で構成する鉄の道文化圏推進協議会では、３月１６

日、１７日に鉄の道文化圏域たたら公開講座及び文化圏域ツアーを計画しており

ます。 

１６日の公開講座には、講師に秘密結社鷹の爪「吉田くん」の作者であり、映

画監督、映像クリエイターとして活躍されているＦＲＯＧＭＡＮ（フロッグマン）

氏をお招きし、基調講演を行います。その他、パネルディスカッション、小だた

ら操業、奥飯石神楽の上演等を予定しています。翌１７日には、雲南市、安来市、

奥出雲町の「たたらゆかり」の地を巡るツアー「鉄の道紀行」を企画しておりま

す。  

３．美しい自然と田園風景を守る農業・林業の振興 

①全国和牛能力共進会 

雲南市出品対策協議会では、第 10 回全国和牛能力共進会の総括と次回第 11

回宮城全国和牛能力共進会に向けた取り組みに関して議論を深めて参りまし

た。関係の皆様方からの「早期に次の取り組みを開始すべき」とのご意見を受

けており、島根県の改良･出品方針などを受け、具体的な対策を決定した上で、

４年後には必ず県代表となり上位入賞できますよう全力で取り組んで参りま

す。 

②放射性セシウムを含んだ堆肥の処理 

放射性セシウムを含んだ堆肥は早期の最終処分が困難なため、現在、施設内で

保管されています。このうち吉田肥育センター分につきましては、ＪＡよりセ
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ンター敷地内に新たな保管施設を建設し、さらに安全な保管に努める考えが示

され、雲南市としても、ＪＡとともに地元の皆様方への説明を行い、このたび

ご了解を頂いたところです。今後、早期に処理が完了し、より安全性が確保さ

れることを期待しております。 

 

４．地域自主組織活動の支援と、市役所と６つの総合センターのネットワーク機能

の強化 

①平成２５年度からの地域づくり 

交流センター移行３年目の検証結果を踏まえ、地域自主組織が交流センターを

活動拠点として、より一体的に活動が展開できるよう、交流センター職員を地域

自主組織で直接雇用していただく方式に改めます。加えて、地域福祉については、

地区福祉委員会の仕組みを雲南市社会福祉協議会で見直され、地域でより一体的

に推進できる態勢に変更される見込みです。さらに、地域自主組織の運営や活動

のための交付金は、地域実態に応じた従量加算方式を導入するとともに、業務実

態に応じて人的配置を充実できるよう拡充いたします。 

また、今回の見直しに合わせ、交流センターの施設整備計画についてもまとめ

たところであり、一定の整備基準や判断基準のもとで、今後計画的に整備してい

きたいと考えています。 

なお、地域委員会につきましては、平成１７年度から４期８年にわたり精力的

に活動していただきましたが、このたびの見直しに伴い、本年度末をもって発展

的に廃止することとし、係る条例案を本議会に上程します。 

 

②雲南市新庁舎建設 

新庁舎の基本設計につきましては、最終的な取りまとめの段階となっており、

この間、ワークショップにご参加いただいた市民の皆様には、大変貴重なご意見

等をいただき、感謝いたしております。 

平成２５年度には、この基本設計に基づき実施設計を行い、平成２６年度から

工事に着手する予定にしており、今後は、一日も早い完成を目指し取り組んで参

ります。 

 

③雲南市行政組織見直し 

  総合センターのあり方については、この２年の間、議会や雲南市行政組織見直

し検討委員会で協議いただき、また、市政懇談会等を通じ意見を伺いながら、最

終方針を決定しました。最終方針では、総合センターについては引き続き６町に

設置することとしております。業務については、平成２８年度から窓口業務、地

域づくり支援業務、災害・防災対応関係業務等の自治振興課業務と、保健福祉関

係業務の受付、相談等を行って参ります。現在の事業管理課業務については、新

庁舎完成に併せ本庁に集約し、担当部局において対応したいと考えております。 

５．安心して産み、育てる子育て環境の充実 
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①子ども医療費助成事業 

雲南市誕生以来「子育てするなら雲南市」をスローガンに、子育て支援の充実

を重点施策として参りました。特に、乳幼児等医療費助成事業につきましては、

平成２２年度から就学前児童の医療費の自己負担分全額助成を実現してきたと

ころですが、中学校卒業までの拡充を目指し、平成２５年７月からは対象を小学

校６年生にまで拡大するとともに、名称を「子ども医療費助成事業」に変更し実

施して参ります。 

 

②不妊治療費助成 

現在、不妊症の夫婦に対する一般不妊治療費助成事業を行っておりますが、高

額な治療費を要する特定不妊治療に対する支援策として、平成２５年度から特定

不妊治療費助成事業を新設し、妊娠を望む夫婦の経済的な負担軽減による子育て

支援の充実を図って参ります。 

 

③就学前の教育･保育の一体的環境の整備 

  木次幼稚園と木次保育所の幼保連携型による認定こども園について、認定申請

を行っておりましたが、昨年１２月末に島根県知事より認定を受けました。これ

により、本年４月から｢木次こども園｣を開設し、幼児教育・保育及び子育て支援

機能の充実を図って参ります。 

掛合保育所につきましては、平成２６年４月の保育業務委託に向け、引き続き

保護者の皆様と協議を進めながら、業者選定の準備を進めて参ります。 

児童クラブ等施設整備につきましては、老朽化により地元から要望の出ており

ました加茂放課後児童クラブ施設を平成２５年度に建替えるなど、幼児期の学校

教育･保育の更なる充実･向上に向けた環境整備を図って参ります。 

 

６．安心・安全な教育環境のもと、子ども達が伸び伸びと楽しく学び、成長できる

教育の振興 

①雲南市のいじめ対応 

本年度、小中学校の管理職を対象にいじめの未然防止・早期発見に向けた研修

会を開催しました。また、いじめに対する基本認識や早期発見のチェックポイン

ト及び対応方法等をまとめたマニュアルを新たに教育委員会で整備し、各学校に

おいてもこれを基に、従来のマニュアルを見直ししていただきました。これによ

り、これまでのいじめの認知件数は、小学校において１学期が１５件、２学期が

８件。中学校はメールによる誹謗中傷を含めて１学期が６件、２学期が３件であ

りました。小･中とも減尐傾向にはありますが、引き続き、生徒指導に関する学

校訪問の実施、より良い学校生活を送るためのアンケート等対策を講じていき、

更なる減尐を目指す考えです。 

さらに、体罰への対応であります。学校教育法第１１条の体罰禁止規定を待つ

までもなく、絶対にあってはならないことであり、これまでも学校等へ指導して

参りました。また、実態調査の結果、平成２４年度の１・２学期中に教師による
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体罰が小学校において１件発生しておりました。今日的な状況を受け、去る２月

１８日に、小・中学校の管理職、中学校の部活動主任、スポーツ尐年団の指導者

を対象とした研修会を開催いたしました。今後もこうした取り組みを継続して参

ります。 

 

７．木質バイオマスや水力、太陽光などの自然エネルギーの活用 

①森林バイオマスエネルギー事業 

整備を進めて参りました波多温泉「満壽の湯」へのチップボイラーの整備が、

この度完了いたしました。３月１８日から合同会社グリーンパワーうんなんによ

る、エネルギー供給が始まりますので、これを契機に更に取り組みを加速して参

る所存であります。 

平成２５年度におきましては、三刀屋健康福祉センターへのチップボイラーの

整備を進め、給湯と空調への利用を図って参ります。 

さらに、林地残材などの市民参加型収集運搬システム並びに地域通貨「里山券」

の利用を全市に拡大するとともに、森林組合による民有林からの残材搬出を促進

するための助成制度や、市民の皆様による残材搬出を効率的に行なうための機械

導入に対する助成制度、加えてチップ以外の利用を促進するため、薪ストーブな

どの導入促進助成を新たに創設して参ります。 

また、チップの利用用途の拡大を図るため、農業用小型チップボイラーの研究

開発にも着手する考えです。 

 

②事業所用太陽光発電導入促進事業補助金の新設 

一昨年の東日本大震災以降、国のエネルギー政策の見直しや自立分散型エネル

ギーシステムへの移行が打ち出され、昨年７月からは、固定価格買取制度がスタ

ートするなど再生可能エネルギーの導入が進められています。 

雲南市では、平成１７年度より住宅用太陽光発電設備の設置にかかる経費の一

部を補助しておりますが、平成２５年度より事業者に対する補助制度を新設する

ことといたしました。これは、最大出力の合計値が１０キロワット未満の太陽光

発電設備を設置される経費に助成するもので、再生可能エネルギーの導入推進を

図って参ります。 

 

【総合計画の体系に沿った平成２５年度の取り組み】 

１．市民が主役のまちづくり 

 ①「農地付き空き家」活用制度の新設 

近年、田舎で子育て環境を求めたり、地域貢献・社会起業を志す方が増加して

おります。こうした方達に、農地付き空き家の活用や移住体験プログラムの提供

など、雲南市ならではの移住支援策を展開し、若い世代のＵＩターン促進を図っ
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て参ります。 

特に最近では、「農ある暮らし」を求めての移住希望者が増加傾向にあること

から、昨年１１月、農業委員会総会において農地取得「下限面積」の見直しが図

られ、市に登録された空き家物件に付随する遊休農地で、予め農業委員会の区域

指定（地番指定）を受けた農地については、全国で初めて１アール以上で取得可

能となったところであります。 

 

２．定住環境の充実 

①地籍調査事業の推進 

雲南市における地籍調査の進捗率は大東町が７６％、三刀屋町が４７％であり、

その他の４町は全て完了しております。特に山林部における境界の管理が年々困

難となってきている状況を踏まえ、平成２５年度より推進体制を強化し、平成３

６年度末の完了を目指して参ります。 

 

②雲南市都市計画マスタープランの策定 

  都市計画マスタープランは、都市計画に関する基本的な方針を定めるものであ

り、市の将来都市像を示すとともに、都市施設の整備方針を明らかにするもので

あります。策定委員会との連携を緊密に図りながら、より質の高いプランとなる

よう平成２５年度中に策定して参ります。 

 

 ③住宅改修促進事業 

  住宅改修促進事業は、安全で快適な住まい環境づくりの促進を支援し、加えて

経済活性化への期待に応えることを目的として昨年７月から取り組んでおりま

す。平成２５年度からは、補助金の利用度がより一層高まるよう、助成メニュー

を見直して取り組んで参ります。 

 

④中国横断自動車道尾道松江線の開通記念事業 

中国自動車道から吉田掛合インタ－チェンジ間が完成することを祝し、庄原

市・三次市・雲南市の３市による開通記念プレイベントを計画しております。 

３月１０日には、庄原市と三次市の主催により、口和（くちわ）インタ－チェ

ンジを会場に、３月１７日には、雲南市の主催により「たたらば壱番地」を会場

にそれぞれプレイベントが開催の予定です。 

同じく３月１７日には、西日本高速道路株式会社により整備が進められてきま

した加茂岩倉パ－キングエリアがオ－プン致します。このパ－キングエリアから、

加茂岩倉遺跡に直接散策できるよう、手続きを進めて参ります。 

 

 

⑤市民バス再編計画の取り組み 

平成２３年度策定の市民バス再編計画に基づいた、デマンド型交通システムの
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海潮及び鍋山地区での実証運行の継続を経て、平成２５年度から大東町及び三刀

屋町の全域での運行拡大に取り組んで参ります。また、市内他地域においても、

地域の声を聞きながらデマンド型交通システムの導入を検討して参ります。 

 

⑥飯南町生活路線バス赤名吉田線の運行開始 

本年４月より松江・出雲から広島間を結ぶ高速バスが、国道５４号から中国横

断自動車道尾道松江線に路線変更して運行されることに伴い、これまでの国道５

４号沿線での乗降利用が不可能となることから、飯南町営バスによる飯南町生活

路線バス赤名吉田線を代替路線として運行することとしました。 

この路線は、飯南町上赤名の「赤名駅」から雲南市掛合町の道の駅「掛合の里」

を経由し、吉田町道の駅「たたらば壱番地」を結ぶ全長４５キロ間を、１日５往

復運行するもので、「たたらば壱番地」に隣接する停留所において、松江・出雲

行きあるいは広島行き双方の高速バス利用が可能となるものです。 

３．安心安全のまちづくり 

①第５期雲南地域介護保険事業計画の推進 

平成２６年度に、三刀屋地域へ新たな社会福祉法人による特別養護老人ホーム

５０床、短期入所１０床の開設が決定しており、平成２５年度は建設費用を支援

いたします。一方、掛合町の「えがおの里」は、平成２７年度に２０床の増床が

計画され、平成２５年度に設計、平成２６年度に増床工事を実施する予定です。 

 

②障がい者福祉の充実 

本年４月１日から、障害者優先調達推進法（国等による障害者就労施設等から

の物品等の調達の推進等に関する法律）が施行され、国や地方公共団体等の公機

関には、物品やサービスを調達する際、障がい者就労施設等からの優先的・積極

的に購入を推進することが求められています。雲南市におきましては、３月から

先行して、市役所と総合センター間のメール便事業を、障がい者就労支援事業所

に委託し、障がい者の就労支援の充実、啓発に努めて参ります。 

 

③原子力防災 

本年３月１８日を期限として策定することとなっていた地域防災計画（原子力

災害編）をまとめ、また、島根県と連携して調整してきた原子力災害に備えた広

域避難計画を策定いたしました。今後、課題解決に努め、計画の充実を図って参

ります。また、去る１月２６日には今回、雲南市として初めて住民避難を盛り込

んだ原子力防災訓練を実施したところであります。こうした経験を重ねて、今後

の防災活動に活かして参りたいと考えております。 

なお、３月１０日には、東日本大震災が起きた一昨年３月１１日にちなみ、「原

発を考える文化講演会」を三刀屋文化体育館アスパルにおいて開催いたします。 

４．人が輝く教育・文化の振興 
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①学校適正規模適正配置 

本年３月をもちまして、開校１３７年の歴史ある中野小学校を閉校することと

なり、３月２４日に閉校式を挙行することとしております。今後は、地域の要望

を受け、閉校後の地域づくりを支援していくため、地域おこし協力隊員を１名配

置したいと考えております。 

また、これまで協議をして参りました温泉小学校と温泉幼稚園につきまして、

地元の皆様との協議が整い、平成２６年３月３１日をもって閉校、閉園すること

を決定いたしました。平成２５年度には複式学級の調整に入ることとしておりま

す。今後、久野小学校につきましても、閉校に向け地元と協議を進めて参ります。 

 

②青少年海外派遣等交流事業 

平成２５年度は韓国清道郡（ちょんどぐん）との相互交流の年であり、７月か

ら８月にかけて雲南市からの中高生派遣と韓国からの学生受け入れを相互に行

い、ホームステイ等を通じた国際交流に取り組む考えです。さらに、これまでは、

雲南市からアメリカ・インディアナ州リッチモンド市への学校生徒等の派遣交流

でしたが、平成２５年度は、初めてリッチモンド市の中高生を雲南市へ受け入れ

る予定です。 

 

③雲南市人権施策推進基本方針の改訂版の作成 

雲南市民一人ひとりの人権が尊重される社会の実現を目指して、平成１９年に

雲南市人権施策推進基本方針を策定し、同和問題をはじめとするあらゆる人権課

題について、その早期解決のための施策を推進してきました。しかし、策定から

６年が経過し、人権施策を取り巻く社会状況の変化や新たな人権課題が生じてき

ており、これらに柔軟に対応していくため、平成２５年度において基本方針を改

定して参りたいと思います。 

 

④雲南市男女共同参画都市宣言及び記念式典の開催 

平成２０年に雲南市男女共同参画センターを開設してから５年が経過いたし

ました。男女共同参画社会の実現に向け、平成２６年度には「第２次雲南市男女

共同参画計画（気づいて築くうんなんプラン）」の策定を目指しており、平成２

５年度に、行政、市民が一体となって「雲南市男女共同参画都市宣言」及び「記

念式典」を行い、更なる気運の醸成を図るとともに、雲南市が取り組む姿勢を市

内外に表明して参りたいと考えております。 

５．ふるさと産業の創出 

①雇用促進住宅の取得 

雇用促進住宅については、平成１３年に閣議決定された特殊法人整理合理化計

画により、早期に廃止あるいは譲渡する方針が示されており、市内にある雇用促

進住宅木次宿舎、木次東宿舎及び加茂中宿舎の３宿舎についても、遅くとも平成

３３年度までにいずれかの対応が求められています。 
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市では、３宿舎の取得について検討・協議を行って参りましたが、平成２５年

度において、これら３宿舎を独立行政法人高齢･障害･求職者雇用支援機構から有

償で譲り受けて、引き続き定住促進住宅として管理・運営する予定であります。 

【行財政運営】 

１．限定特定行政庁の設置 

   合併後、待望しておりました限定特定行政庁については、本年４月１日に開

設する運びとなりました。これにより、建築確認などにおける業務の効率化及

び市民サービスの向上を図って参ります。 

  

２．第２次雲南市総合計画の策定 

現行の総合計画の計画期間は残すところ２年となっており、新たな総合計画

の策定に着手いたします。 

この策定にあたって、５月２５日、２６日には、雲南市が誕生以来、市民が

主役となり地域特性を活かして取り組んできた活動を検証するとともに、これ

からの雲南市の将来ビジョンを考えるフォーラムを開催することとしており

ます。 

 

３．合併１０周年記念事業 

来年、平成２６年１１月１日には合併１０周年を迎えます。市政施行１０年

という節目を迎えるにあたって、「式典」の開催や「雲南市の歌（雲南市民歌）」

の制定など記念事業を計画して参りたいと考えております。 

平成２５年度において、全庁的な検討組織を立ち上げ、全体計画を立てて準

備に入りたいと考えております。 

 

【平成２５年度当初予算】 

一般会計当初予算は、前年度比２．３％増の総額２８１億３千万円の規模で編

成いたしました。新規・拡大事業としましては、地域づくり活動等交付金、子ど

も医療費助成事業、特別養護老人ホーム補助金、木次こども園運営事業、児童福

祉施設整備事業、不妊治療費助成事業補助金、農地有効利用支援整備事業、バイ

オマス関連整備事業、道路安全確保維持修繕事業、雇用促進住宅取得事業、特別

支援教育推進事業等について予算計上しています。 

補正予算の主なもの 

・ 退職手当特別負担金１億２千６百万円 

・ 除雪総務管理事業３千９百万円 

 

今定例会には、議案として条例４１件、規約改正１件、一般事件４２件、諮問

事項３件、報告事項１件を提出しています。 


